






















【研究要旨】

 本邦における妊婦の感染症スクリーニングとしてどのような検査項目が施行されている

か調査を行った。

 梅毒と HBV は全施設で行われている。HCV、HIV、HTLV-1 は大部分の施設で行われている

が、風疹、トキソプラズマ、クラミジア、GBSは各施設で相違がみられた。

  全国にわたる約 38,000 例の妊婦の感染症に関する陽性率を調べたところ、梅毒は 0.33%、

HCV は 0.65%、クラミジアは 1.63%、GBS は 5.35%であった。これらの頻度は従来報告され

ている数値より低い傾向がみられた。


